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Pick and Choose Updates

土
木
学
会
の
動
き
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

ア
ジ
ア
土
木
学
協
会
連
合
協
議
会（ T

he 

A
sian Civil Engineering Coordinating 

Council

、
略
称
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
）
の
主
催
に
よ
る

第
8
回
ア
ジ
ア
土
木
技
術
国
際
会
議（T

he 8th 

C
ivil Engineering Conference in the 

A
sian Region

、
略
称
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
8
）
が

2
0
1
9
年
4
月
16
日
か
ら
19
日
に
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
池
袋
で
開
催
さ
れ
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
以
外
も
含
め
た
32
の
国
や
地
域
か
ら

7
3
8
名
が
参
加
し
た
。

　

会
議
の
テ
ー
マ
は＂Resilient Infra-

structures in Seam
less A

sia

＂と
し
、地
震

や
豪
雨
等
の
自
然
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を

通
じ
て
日
本
が
得
た
知
見
を
共
有
す
る
と
と
も

に
、ア
ジ
ア
で
強
靭
な
イ
ン
フ
ラ
を
建
設
・
維
持

管
理
す
る
土
木
技
術
者
の
役
割
に
つ
い
て
議
論

を
行
っ
た
。

Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ

　

1
9
9
8
年
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
で
開

催
さ
れ
た
第
1
回
ア
ジ
ア
土
木
技
術
国
際
会
議

の
流
れ
を
受
け
、1
9
9
9
年
9
月
に
ア
ジ
ア

土
木
学
協
会
連
合
協
議
会（
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
）
が
設

立
さ
れ
た
。
現
在
の
加
盟
学
協
会
は
、
日
本
の
土

木
学
会
の
他
、A
S
C
E（
米
国
）
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｈ

Ｅ
（
台
湾
）
、Ｅ
Ａ（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
、Ｈ
Ａ

Ｋ
Ｉ
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
、
Ｉ
Ｅ
Ｂ
（
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
）
、
Ｉ
Ｅ
Ｐ
（
パ
キ
ス
タ
ン
）
、ICE, 

India

（
イ
ン
ド
）
、Ｋ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
（
韓
国
）
、Ｍ
Ａ
Ｃ

Ｅ
（
モ
ン
ゴ
ル
）
、Ｎ
Ｅ
Ａ（
ネ
パ
ー
ル
）
、Ｐ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
、
Ｖ
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ａ
（
ベ
ト
ナ

ム
）
の
13
学
協
会
で
あ
る
。
加
盟
学
協
会
の
増
加

を
積
極
的
に
図
っ
て
お
り
、
今
回
の
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ

Ｒ
に
先
立
っ
て
開
催
さ
れ
た
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
理
事

会
に
お
い
て
、
F
e
d
．M
E
S（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）

の
加
盟
が
承
認
さ
れ
た
。

　

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
は
、
そ
の
主
な
活
動
の
一
つ
と

し
て
、
３
年
毎
に
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
を
開
催
し
て
い

る
。
日
本
で
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
が
開
催
さ
れ
る
の
は
、

2
0
0
1
年
に
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
2
が
開
催
さ
れ
て

以
来
18
年
ぶ
り
2
回
目
で
あ
る
。

組
織
委
員
会

　

Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
8
の
東
京
開
催
決
定
を
受
け
、土

木
学
会
で
は
2
0
1
7
年
4
月
に
組
織
委
員
会

（
委
員
長 

茅
野
正
恭
・
鹿
島
建
設
）を
正
式
に
発

足
さ
せ
、
親
委
員
会
の
下
、
各
部
会
に
分
か
れ
た

精
力
的
な
活
動
に
よ
り
、2
年
以
上
の
期
間
を
か

け
て
準
備
を
進
め
て
き
た
。
具
体
に
は
、
総
務
・

財
務
部
会
は
収
支
計
画
の
策
定
や
外
部
資
金
申

請
な
ど
を
、
学
術
部
会
は
論
文
募
集
、
ア
ブ
ス
ト

ラ
ク
ト
査
読
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
を
、
行
事
部
会

は
開
会
式
、
基
調
講
演
、
交
流
会
、
閉
会
式
、
テ

ク
ニ
カ
ル
ツ
ア
ー
な
ど
の
企
画
・
運
営
を
、そ
れ

ぞ
れ
主
に
担
当
し
た
。企
画
部
会
は
こ
れ
ら
各
部

会
の
活
動
の
取
り
ま
と
め
を
担
当
し
た
。

概
要

　

開
会
式
は
、
土
木
学
会
員
の
弦
楽
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
シ
ヴ
ィ
ル
」
の
演
奏
で
始

ま
り
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
学
協
会
の
各
代

表
の
他
、
来
賓
と
し
て
、
国
土
交
通
省
の
森
昌
史

事
務
次
官
、
東
京
都
の
長
谷
川
明
副
知
事
に
ご

出
席
い
た
だ
い
た
。

　

全
体
会
議（
プ
レ
ナ
リ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
で

は
、
一
般
財
団
法
人
日
本
総
合
研
究
所
会
長
の

寺
島
実
郎
氏
に
よ
る「Global V

ision of the 

22nd Century 

│T
he Roles of A

sia in the 

21st Century

│

」
を
は
じ
め
、
三
つ
の
基
調
講

演
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
各
国
の
土
木
技
術
者

第
8
回
ア
ジ
ア
土
木
技
術
国
際
会
議

が
東
京
で
開
催

第
8
回
ア
ジ
ア
土
木

技
術
国
際
会
議
組
織

委
員
会

2
0
1
9
年
に
土
木
学
会
が
ホ
ス
ト
と
な
り
、
日
本
で
の
開
催
が
決
定
し

た
「
第
8
回
ア
ジ
ア
土
木
技
術
国
際
会
議
（
C
E
C
A
R
8
）
」
の
実
施
に

向
け
「
組
織
委
員
会
」（Local O

rganizing C
om
m
ittee

：
L
O
C
）
を

2
0
1
7
年
4
月
に
設
置
し
、
諸
準
備
を
進
め
て
き
た
。

第
8
回
ア
ジ
ア
土
木
技
術
国
際
会
議
（
C
E
C
A
R
8
）
組
織
委
員
会 

委
員
兼
幹
事
長
（
企
画
部
会
長
）

木
村 

亮
　
（
京
都
大
学
大
学
院 

工
学
研
究
科 

教
授
）

役　職 氏　名 所　属

委員長 茅野 正恭 鹿島建設

副委員長（総務・財務部会長） 花岡 憲男 八千代エンジニヤリング

副委員長（学術部会長） 佐藤 愼司 高知工科大学

副委員長（行事部会長） 大西 博文 片平新日本技研

幹事長（企画部会長） 木村 亮 京都大学

副幹事長 塚田 幸広 土木学会

副幹事長 奥村 康博 国土交通省

副幹事長 利穂 吉彦 鹿島建設

表1　CECAR8組織委員会名簿
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に
大
き
な
感
銘
を
与
え
た
。
他
の
基
調
講
演
は
、

ア
メ
リ
カ
土
木
学
会
会
長
のRobin A

. 

K
em

per
氏
に
よ
る「Engineering the 

Future
」
、
関
西
エ
ア
ポ
ー
ト（
株
）
専
務
執
行

役
員
のBenoit Rulleau

氏
に
よ
る「Building 

Resilient A
irports in A

sia

」で
あ
る
。

　

3
日
間
に
わ
た
る
論
文
発
表（
コ
ン
カ
レ
ッ

ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
で
は
、
合
計
2
3
3
編
の
論
文

投
稿
が
あ
り
、
様
々
な
テ
ー
マ
の
下
、
各
国
か
ら

参
加
し
て
い
る
産
官
学
の
土
木
技
術
者
が
活
発

な
議
論
を
行
っ
た
。
今
回
、
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
焦

点
の
絞
ら
れ
た
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
る
よ
う
、

座
長
と
テ
ー
マ
を
事
前
に
決
め
た
セ
ッ
シ
ョ
ン

別
に
論
文
を
募
集
し
た
。設
け
ら
れ
た
43
の
テ
ー

マ
は
、
防
災
減
災
、
海
岸
浸
食
、
水
関
連
災
害
、

気
候
変
動
、
土
砂
災
害
、
地
下
イ
ン
フ
ラ
構
築
、

交
通
・
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
、I
T
S
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
・
投
資
、B
I
M
／
C
I
M
、I
C
T
・
生

産
性
向
上
、
建
設
副
産
物
、
環
境
、
土
木
教
育
、

若
手
技
術
者
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
多
岐
に

亘
っ
た
。
各
国
の
若
い
土
木
技
術
者
の
参
加
も

多
く
、
学
術
研
究
だ
け
で
は
な
く
、
政
策
や
現
場

で
の
実
践
を
含
め
、
幅
広
い
議
論
を
行
う
こ
と

が
で
き
た
。

　

海
外
の
土
木
技
術
者
に
日
本
の
土
木
技
術
を

紹
介
す
る
た
め
、
47
団
体
に
よ
る
ブ
ー
ス
展
示

を
開
催
し
た
。
ブ
ー
ス
に
は
多
く
の
参
加
者
が

立
ち
寄
り
、
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
が
学
術
・
技
術
の
情

報
交
換
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

の
土
木
技
術
者
の
交
流
の
場
と
し
て
の
役
割
も

担
っ
て
い
る
こ
と
が
実
感
さ
れ
た
。
ま
た
Ａ
Ｃ

Ｅ
Ｃ
Ｃ
賞
授
与
式
も
盛
大
に
実
施
さ
れ
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
賞
6
件
、功
績
賞
4
件
、T
C
活
動
賞

1
件
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

閉
会
式
は
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
活
動
報
告
、
Ｃ
Ｅ
Ｃ

Ａ
Ｒ
8
概
要
報
告
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
東
京
宣
言

2
0
1
9
の
発
表
と
進
み
、
次
回
会
議
主
催
国

で
あ
る
イ
ン
ド（ICE, India

）
へ
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ

Ｃ
旗
と
会
議
鐘
の
引
き
渡
し
を
も
っ
て
会
議
は

終
了
し
た
。

　

こ
の
他
、
今
回
の
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
8
で
は
テ
ク

ニ
カ
ル
ツ
ア
ー
も
用
意
さ
れ
た
。
半
日
ツ
ア
ー

は
4
コ
ー
ス
あ
り
、
東
京
都
庁
・
新
宿
副
都
心

コ
ー
ス
、
池
袋
周
辺
散
策
コ
ー
ス
、
西
武
新
宿
線

立
体
交
差
視
察
コ
ー
ス
、
若
手
土
木
技
術
者
と

ま
わ
る
ツ
ア
ー
・
川
越
編
が
実
施
さ
れ
た
。
１

日
ツ
ア
ー
は
5
コ
ー
ス
あ
り
、
東
京
周
辺
の
道

路
、
上
下
水
道
、
鉄
道
を
ま
わ
る
コ
ー
ス
、
東
日

本
大
震
災
復
興
視
察
コ
ー
ス
、
建
設
リ
サ
イ
ク

ル
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
、
各
所
を
見
学
し
た
。
9

コ
ー
ス
で
併
せ
て
1
0
9
名
の
参
加
で
あ
っ
た
。

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
東
京
宣
言
2

 

0

 
1
 9 

に
つ
い
て

　

Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
8
の
初
日（
4
月
16
日
）
に
開
催

さ
れ
たA

CECC Presidential M
eeting

で

「
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
東
京
宣
言
2
0
1
9
」
が
確
定
・

署
名
さ
れ
、
閉
会
式
に
お
い
て
土
木
学
会
の
小

林
潔
司
会
長
か
ら
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
宣
言
で

は
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
加
盟
13
学
会
の
総
意
に
基
づ

き
、
ア
ジ
ア
の
土
木
技
術
者
が
求
め
ら
れ
る
役

割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
が
実

行
す
べ
き
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
て
お
り
、

今
後
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な

が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

次
の
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
9
は
、2
0
2
2
年
9
月
に

イ
ン
ド（
ゴ
ア
）
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
さ

れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
9
の
情
報
はhttp://

w
w
w
.acecc-w

orld.org/index.htm
l

に
逐
次

紹
介
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
高
配
の
お
か
げ

で
、
こ
の
よ
う
に
有
意
義
な
会
議
と
す
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
に
重
ね
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
る
。

写真2　次回は2022年にインド（ゴア）で開催

写真1　14学協会代表による開会式時の記念写真撮影
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前
文

　

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
土
木
学
協
会
連
合
協

議
会
）
は
、
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
（
ア
メ
リ
カ
土
木
学

会
）
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
（
中
國
土
木
水
利
工
程
學

會
）、Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｅ（
土
木
学
会
）、Ｋ
Ｓ
Ｃ
Ｅ（
大

韓
土
木
学
会
）
、
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
土

木
学
会
）
の
総
意
の
も
と
、Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
加
盟

国
の
す
べ
て
の
人
々
の
生
活
の
質
を
持
続
的

に
向
上
さ
せ
る
た
め
、イ
ン
フ
ラ
施
設
に
関
わ

る
実
務
を
推
進
す
る
た
め
の
土
木
工
学
に
関

す
る
知
識
と
技
術
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、1
9
9
9
年
9
月
27
日
、
東
京
に
て

発
足
し
た
。

　

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
発
足
当
時
の
5
メ
ン
バ
ー
に
加

え
て
、ベ
ト
ナ
ム
土
木
協
会（
Ｖ
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ａ
）、

モ
ン
ゴ
ル
土
木
学
会（
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｅ
）、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
土
木
構
造
工
学
会 

（
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｉ
）、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
工
学
会（
Ｅ
Ａ
）、
イ
ン
ド

土
木
学
会（
Ｉ
Ｃ
Ｅ 

Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ａ
）、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
工
学
会（
Ｉ
Ｅ
Ｂ
）、
パ
キ
ス
タ
ン

工
学
会（
Ｉ
Ｅ
Ｐ
）、
ネ
パ
ー
ル
技
術
者
協
会

（
Ｎ
Ｅ
Ａ
）の
新
た
な
8
メ
ン
バ
ー
が
加
盟
し
、

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
加
盟
学
協
会
の
連
携
は
強
化
さ
れ

て
き
た
。
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
は
、
個
々
の
加
盟
国
が

直
面
す
る
課
題
、
技
術
レ
ベ
ル
、
経
済
発
展
段

階
の
多
様
性
が
拡
大
す
る
中
、こ
れ
ら
の
課
題

の
相
互
理
解
に
取
り
組
み
、
推
進
し
て
き
た
。

　

ア
ジ
ア
の
発
展
は
目
覚
ま
し
く
、Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ

Ｃ
加
盟
13
か
国
の
G
D
P
総
計
は
、
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ｃ
Ｃ
発
足
20
年
を
経
て
約
2
倍
に
増
加
し
た
。

さ
ら
に
、
新
興
国
に
着
目
し
た
場
合
、G
D
P

は
こ
の
20
年
間
で
4
倍
を
超
え
る
増
加
を
示

し
て
い
る
。国
民
一
人
当
た
り
の
国
民
所
得
の

増
加
も
著
し
く
、人
々
の
生
活
水
準
は
格
段
に

向
上
し
た
。

　

こ
れ
ら
、人
々
の
生
活
の
向
上
に
欠
か
せ
な

い
の
が
道
路
、鉄
道
、港
湾
、空
港
、物
流
、エ

ネ
ル
ギ
ー
等
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
で
あ
り
、こ
の

多
様
な
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
建
設
に
、土
木
技
術

と
そ
れ
を
培
っ
て
き
た
最
前
線
の
土
木
技
術

者
が
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
、
イ
ン

フ
ラ
の
発
達
と
そ
れ
に
関
わ
る
技
術
の
進
歩

は
、人
や
文
化
の
交
流
と
と
も
に
物
流
を
促
進

し
、
地
域
間
格
差
の
是
正
に
貢
献
し
て
き
た
。

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
は
、
今
後
も
、
人
々
の
生
活
の
質

の
向
上
に
寄
与
す
べ
く
、イ
ン
フ
ラ
施
設
の
持

続
可
能
な
発
展
を
推
進
す
る
た
め
の
活
動
を

継
続
す
る
。

　

一
方
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
発
足
か
ら
の
20
年
間

で
、世
界
の
人
口
は
60
億
人
か
ら
75
億
人
と
な

り
、
25
％
増
加
し
た
。
各
国
で
は
、
人
々
の
生

活
の
質
の
向
上
に
伴
い
、
環
境
、
健
康
、
そ
し

て
交
通
な
ど
の
都
市
問
題
と
い
っ
た
諸
問
題

に
取
り
組
む
こ
と
が
、地
方
や
大
都
市
周
辺
地

域
で
、よ
り
重
要
で
更
な
る
関
心
事
と
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
間
に
お
け
る

様
々
な
格
差
、一
国
内
に
お
け
る
都
市
と
地
域

の
格
差
も
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
取
り
組
む
べ
き
具
体
的
な
課
題
の
内
容
、

解
決
に
向
け
た
進
捗
レ
ベ
ル
は
、各
国
そ
れ
ぞ

れ
が
異
な
っ
て
お
り
、
多
様
性
に
富
ん
で
い

る
。
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
は
、
各
国
の
独
自
性
、
特
徴

に
も
配
慮
し
な
が
ら
、こ
れ
ら
の
問
題
解
決
に

貢
献
し
て
い
く
。

　

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
発
足
か
ら
20
年
の
自
然
災
害

の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
加
盟
国

内
だ
け
で
も
、2
0
0
1
年
イ
ン
ド
西
部
地

震
、2
0
0
4
年
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
と
津
波
災

害
、2
0
0
5
年
ハ
リ
ケ
ー
ン
カ
ト
リ
ー
ナ
、

2
0
0
5
年
パ
キ
ス
タ
ン
地
震
、2
0
0
9
年

モ
ラ
コ
ッ
ト
台
風
、2
0
1
1
年
東
日
本
大
震

災
、2
0
1
3
年
ハ
イ
エ
ン（
ヨ
ラ
ン
ダ
）
台

風
、2
0
1
4
年
御
岳
山
噴
火
、2
0
1
5
年

ネ
パ
ー
ル
地
震
、2
0
1
6
年
熊
本
地
震
、

2
0
1
8
年
キ
ラ
ウ
エ
ア
火
山
噴
火
、
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2
0
1
8
年
西
日
本
豪
雨
、2
0
1
8
年

チ
ェ
ー
ビ
ー（Jebi

）
台
風（
台
風
21
号
）
、

2
0
1
8
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
、お
よ
び

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ス
ラ
ウ
ェ
シ（Sulaw

esi

）島

地
震
と
津
波
災
害
な
ど
、地
震
、津
波
、洪
水
、

高
潮
、
火
山
の
噴
火
、
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど

多
く
の
未
曾
有
の
災
害
を
経
験
し
た
。
ま
た
、

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
加
盟
国
以
外
で
も
、2
0
0
8
年

中
国
四
川
大
地
震
、2
0
1
0
年
ハ
イ
チ
地
震

と
い
っ
た
未
曾
有
の
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
は
、こ
れ
ら
の
災
害
の
影
響
を
軽

減
す
る
た
め
に
、ア
ジ
ア
域
内
で
起
こ
り
う
る

災
害
へ
の
対
策
技
術
を
検
討
し
、災
害
に
も
ち

こ
た
え
る
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
計
画
・
設
計
お

よ
び
建
設
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、地
球
レ
ベ
ル
で
の
気
候
変
動
の
影

響
も
あ
い
ま
っ
て
、自
然
災
害
の
規
模
も
過
去

の
経
験
を
大
き
く
凌
い
で
お
り
、減
災
・
防
災

へ
の
対
応
が
益
々
困
難
に
な
っ
て
い
る
。気
候

変
動
は
、
今
後
と
も
、
あ
ら
ゆ
る
自
然
災
害
に

及
ぼ
す
影
響
を
著
し
く
増
大
さ
せ
る
可
能
性

が
あ
る
。Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
は
、
こ
れ
ら
の
災
害
対

策
、
防
災
・
減
災
に
関
わ
る
問
題
に
対
し
て
、

ア
ジ
ア
域
内
外
の
国
々
の
共
通
か
つ
喫
緊
の

問
題
と
し
て
常
に
認
識
し
、継
続
的
に
そ
の
解

決
に
貢
献
し
て
い
く
。

　

国
際
連
合
は
、2
0
1
5
年
に
17
の「
持
続

可
能
な
開
発
目
標 

（Sustainable D
evelop-

m
ent Goals 

（
S
D
G
s
）
）
」を
採
択
し
た
。

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
は
、土
木
工
学
が
こ
れ
ら
17
の
目

標
に
直
接
的
・
間
接
的
に
関
わ
る
も
の
と
認

識
し
、
広
範
な
分
野
の
専
門
家
と
連
携
し

S
D
G
s
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
く
。

　

土
木
技
術
は
、人
々
の
夢
を
か
な
え
る
こ
と

を
支
援
し
、人
々
の
暮
ら
し
と
社
会
を
全
体
と

し
て
豊
か
に
し
、
文
明
を
築
く
。
現
在
の
我
々

の
生
活
水
準
は
、長
年
に
わ
た
っ
て
発
達
し
て

き
た
土
木
技
術
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ

と
を
認
識
し
、Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
は
、
社
会
に
対
し

て
土
木
工
学
の
役
割
と
重
要
性
を
正
確
に
発

信
し
て
い
く
。
こ
の
こ
と
は
、
土
木
工
学
を
永

続
的
に
発
展
さ
せ
る
基
本
で
あ
る
。Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ

Ｃ
は
、将
来
の
土
木
工
学
を
担
う
若
い
土
木
技

術
者
に
土
木
工
学
へ
の
誇
り
を
も
た
せ
、土
木

工
学
の
将
来
像
を
共
有
し
て
い
く
と
と
も
に
、

若
い
世
代
が
土
木
技
術
者
に
な
る
こ
と
を
推

奨
し
て
い
く
。

　

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
は
、全
加
盟
学
協
会
の
総
意
と

し
て
、
以
下
に
示
す
16
の
項
目
か
ら
な
る「
Ａ

Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
東
京
宣
言
2
0
1
9
」
を
宣
言
し
、

ア
ジ
ア
土
木
技
術
国
際
会
議（
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
： 

Civil Engineering Conference in the 

A
sian Region

）
、
お
よ
び
技
術
委
員
会（
Ｔ

Ｃ
：T

echnical Com
m
ittee

）等
の
活
動
を

通
し
て
実
現
す
べ
く
、将
来
の
基
本
的
な
活
動

方
針
と
す
る
。そ
の
な
か
で
、A
C
E
C
C
の

目
的
で
あ
る
知
識
の
共
有
と
ナ
レ
ッ
ジ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト（K
now

ledge M
anagem

ent

）

を
活
用
し
て
い
く
。A
C
E
C
C
は
、活
動
を

通
し
て
得
ら
れ
た
成
果
を
広
く
社
会
に
発
信

し
、
安
全
、
安
心
で
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

に
貢
献
し
て
い
く
。 

ア
ジ
ア
が
直
面
す
る

課
題
へ
の
取
り
組
み

1
）
災
害
へ
の
備
え
、
対
策
、
軽
減
に
関
わ

る
取
り
組
み　

　

ア
ジ
ア
域
内
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
自
然

災
害
と
直
面
し
て
い
る
。
自
然
災
害
に
対
す

る
取
り
組
み
は
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
が
取
り
組
む

重
要
問
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。2
0
1
5
年

に
国
連
で
採
択
さ
れ
た「
仙
台
防
災
枠
組

2
0
1
5

−

2
0
3
0
」
に
沿
っ
て
、
防
災
計

画
の
策
定
、
防
災
へ
の
事
前
投
資
、
構
造
物
の

計
画
段
階
で
の
減
災
・
防
災
へ
の
配
慮
を
行

う
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
は
、
各

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
国
が
も
つ
技
術
、
情

報
、知
識
を
総
動
員
し
、技
術
委
員
会（
Ｔ
Ｃ
）

を
中
心
と
し
た
活
動
を
通
し
て
、
自
然
災
害

に
よ
る
被
害
の
軽
減
と
、
将
来
発
生
し
得
る

災
害
に
対
し
て
強
靭
性
を
確
保
す
る
こ
と
に

貢
献
す
べ
く
、
こ
れ
ら
知
識
を
共
有
す
る
。
ま

た
、Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
は
、
減
災
・
防
災
に
よ
り
多

く
の
人
々
が
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
減
災
・
防
災
に
関
す
る
成
功

事
例
を
世
界
に
発
信
す
る
。
ま
た
、
大
規
模
自

然
災
害
発
生
時
に
は
、Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
は
、
災
害

が
発
生
し
た
国
へ
の
技
術
的
支
援
を
行
う
た

め
に
、迅
速
な
協
力
体
制
を
築
く
。

2
）
都
市
問
題
、
人
口
増
加
問
題
及
び
交
通

問
題
へ
の
取
り
組
み

　

経
済
発
展
が
著
し
い
ア
ジ
ア
で
は
、
イ
ン

フ
ラ
施
設
の
整
備
は
、
持
続
可
能
な
状
況
で

進
ん
で
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
都
市
の
成
長

に
追
い
付
か
な
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
新
た

な
人
口
増
加
、
交
通
問
題
な
ど
が
発
生
し
て

い
る
。
ま
た
、
高
齢
化
社
会
に
備
え
た
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
構
築
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
国
も
あ
る
。
種
々
の
レ
ベ
ル
が
求
め
ら
れ

A
C
E
C
C
東
京
宣
言
2
0
1
9
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る
ア
ジ
ア
の
状
況
に
応
じ
て
、
手
頃
で
、
環
境

に
や
さ
し
く
、
個
々
の
国
に
お
い
て
文
化
的

に
許
容
で
き
る
交
通
手
段
が
選
択
で
き
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
は
、
技

術
委
員
会（
Ｔ
Ｃ
）
を
中
心
と
し
た
活
動
を
通

し
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
抱
え
る
当
事
国
だ

け
で
な
く
、す
で
に
発
展
し
成
熟
段
階
に
入
っ

た
国
が
自
ら
の
経
験
・
情
報
・
技
術
を
Ａ
Ｃ

Ｅ
Ｃ
Ｃ
全
体
で
共
有
し
、
相
互
に
問
題
解
決

に
取
り
組
む
よ
う
推
進
す
る
。

3
）
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み

　

イ
ン
フ
ラ
整
備
と
自
然
環
境
の
保
護
・
保

全
は
、
時
に
は
相
反
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ま

た
、
大
気
汚
染
や
水
質
汚
染
、
土
壌
汚
染
な

ど
、
既
に
汚
染
さ
れ
た
環
境
の
修
復
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
軽
減
す
る
技
術
・

制
度
の
確
立
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
地
球
温
暖
化
や
生
態
系
の
破
壊
な
ど
、

地
球
規
模
で
み
た
環
境
問
題
の
解
決
も
危
急

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
地
方
か
ら
都
市
へ

の
大
規
模
な
人
口
移
動
と
い
っ
た
社
会
的
変

化
が
居
住
地
に
及
ぼ
す
環
境
影
響
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ

Ｃ
は
、
技
術
委
員
会（
Ｔ
Ｃ
）
を
中
心
と
し
た

活
動
を
通
し
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
情
報
共

有
と
解
決
に
取
り
組
む
。

4
）
人
々
の
健
康
問
題
へ
の
取
り
組
み

　

災
害
、
都
市
の
過
密
や
拡
大
、
環
境
汚
染

は
、
人
々
の
健
康
を
む
し
ば
む
。
水
や
衛
生
、

水
処
理
や
大
気
汚
染
制
御
の
た
め
の
イ
ン
フ

ラ
施
設
は
、
人
々
の
健
康
を
ま
も
り
支
援
し
、

そ
し
て
環
境
へ
の
負
の
影
響
を
軽
減
す
る
た

め
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ

は
、
技
術
委
員
会（
Ｔ
Ｃ
）
を
中
心
と
し
た
活

動
を
通
し
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
情
報
共
有

と
解
決
に
取
り
組
む
。

5
）
気
候
変
動
問
題
へ
の
取
り
組
み

　

気
候
変
動
は
、も
は
や
現
実
の
も
の
と
し
て

認
識
さ
れ
て
お
り
、近
年
、ア
ジ
ア
の
国
々
は
、

そ
の
気
候
変
動
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い

る
。人
間
の
生
産
活
動
や
自
然
の
さ
ま
ざ
ま
な

変
化
に
よ
り
、地
球
上
の
気
象
状
況
の
予
測
は

難
し
く
な
っ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
の
各
地
域
で

は
、
気
候
変
動
は
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
、
居
住
環

境
、資
源
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
て
い

る
。
ま
た
、
気
候
変
動
に
よ
り
、
干
ば
つ
、
飢

饉
、居
住
地
の
喪
失
な
ど
の
事
象
が
多
く
発
生

し
て
い
る
。気
候
変
動
に
よ
る
広
範
な
問
題
へ

の
対
応
策
に
関
わ
る
研
究
、
知
識
の
創
出
と
、

こ
れ
ら
の
工
学
へ
の
応
用
の
必
要
性
は
非
常

に
高
い
。Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
は
、
関
連
す
る
技
術
委

員
会（
Ｔ
Ｃ
）
を
通
し
て
、
気
候
変
動
に
起
因

す
る
課
題
の
対
応
に
取
り
組
む
。

6
）
水
問
題
へ
の
取
り
組
み

　

安
全
で
安
価
な
水
に
い
つ
で
も
ア
ク
セ
ス

で
き
る
こ
と
は
、
人
々
の
生
活
の
質
を
維
持
、

向
上
さ
せ
る
た
め
に
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
。

そ
の
基
本
は
、
水
資
源
が
、
環
境
や
生
態
系
保

全
を
考
慮
し
、
持
続
可
能
な
状
態
で
、
適
切
に

管
理
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
洪
水
制

御
や
汚
染
、
水
利
用
を
含
む
、
複
数
の
国
々
に

ま
た
が
る
河
川
の
水
資
源
利
用
に
関
わ
る
問

題
は
、
流
域
の
国
々
だ
け
で
な
く
、
相
互
協
力

の
も
と
、
世
界
中
の
工
学
者
に
よ
っ
て
、
解
決

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
汚
染
水
の
管
理

や
再
利
用
の
問
題
も
解
決
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
。
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
は
、
技
術
委
員
会（
Ｔ
Ｃ
）

や
協
力
関
係
組
織
の
活
動
を
通
し
て
、こ
れ
ら

水
問
題
に
対
す
る
問
題
解
決
に
取
り
組
む
。

7
）良
質
で
持
続
可
能
か
つ
強
靭
な
イ
ン
フ

ラ
施
設
を
構
築
、
維
持
、
発
展
さ
せ
て
い
く

た
め
の
取
り
組
み

　

よ
り
持
続
可
能
な
社
会
を
築
く
た
め
に
は
、

イ
ン
フ
ラ
施
設
の
性
能
と
価
値
を
著
し
く
高

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
、Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
は
、
土
木
技
術
者

が
計
画
か
ら
設
計
、施
工
、供
用
、維
持
管
理
、

閉
鎖
、
そ
し
て
閉
鎖
管
理
に
至
る
ま
で
を
対

象
と
し
た
技
術
革
新
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
の
再
考
、
社
会
の
参
加
と
支
援
、
必
要
な

変
革
の
推
進
に
取
り
組
み
各
国
の
主
要
な
政

策
変
更
や
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
予
算
規
模
に

反
映
さ
せ
る
よ
う
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
各
加
盟
学

協
会
に
は
た
ら
き
か
け
る
。
ま
た
、
技
術
委
員

会（
Ｔ
Ｃ
）
を
中
心
と
し
た
活
動
を
通
し
て
、

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
は
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
品
質
の
持

続
と
強
靭
性
の
確
保
に
取
り
組
む
。

土
木
工
学
を
担
う

人
材
育
成
と
技
術
の
継
承

8
）土
木
技
術
者
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進

　

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
加
盟
学
協
会
は
、
性
別
や
人

種
、
国
籍
、
民
族
、
宗
教
、
年
齢
、
性
的
指
向
、

身
体
障
害
、
あ
る
い
は
家
族
や
配
偶
者
の
有

無
、
経
済
状
況
の
如
何
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の

人
々
が
土
木
技
術
者
と
し
て
活
躍
す
る
場
が

機
会
均
等
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
支
持
し
、

こ
れ
を
推
進
す
る
。Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
は
、
加
盟
学

協
会
に
対
し
、
専
門
分
野
に
お
け
る
多
様
性

を
受
け
入
れ
る
風
土
を
推
進
し
な
が
ら
、
専

門
性
を
高
め
る
た
め
の
活
動
を
広
め
、
実
行

す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。
ま
た
、Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ

加
盟
学
協
会
は
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
が
関
わ
る
行

事
へ
の
若
手
や
女
性
、
お
よ
び
上
記
す
べ
て

の
人
々
の
参
加
を
推
進
し
、
こ
れ
ら
人
々
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
。
ま
た
、
シ
ニ
ア

技
術
者
の
活
躍
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
高

齢
者
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
技
術
開
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発
を
行
う
な
ど
、
働
き
や
す
い
環
境
を
創
造

す
る
必
要
が
あ
る
。

9
）
教
育
・
人
材
育
成
・
倫
理
規
定
の
順
守

　

専
門
的
か
つ
技
術
的
な
知
識
を
習
得
し
て

キ
ャ
リ
ア
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
若
手
や
、

経
験
あ
る
土
木
技
術
者
へ
の
継
続
教
育
の
場

を
提
供
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
教

育
を
強
化
す
る
。
ま
た
、
倫
理
規
定
を
順
守

し
、
不
正
に
対
処
し
、
指
導
力
を
発
揮
さ
せ
る

こ
と
は
、Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
全
体
が
、
世
界
の
人
々

の
幸
福
と
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
上
で
重

要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ

加
盟
学
協
会
は
、
幅
広
い
領
域
の
技
術
者
が

参
加
で
き
る
、
多
様
な
テ
ー
マ
の
セ
ミ
ナ
ー

や
講
習
会
を
開
催
す
る
。
こ
れ
ら
の
方
策
に

よ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
成
果
は
、
類
似
分
野
や

専
門
を
特
化
し
た
部
分
か
ら
も
得
ら
れ
る
。

10
）
技
術
開
発
と
そ
の
伝
承
、
こ
れ
ら
の
技

術
の
標
準
化

　

技
術
の
発
展
段
階
は
国
に
よ
っ
て
異
な
り
、

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
の
活
動
へ
の
期
待
も
異
な
っ
て

い
る
。
土
木
技
術
者
は
こ
れ
ら
の
相
違
を
尊

重
し
、
新
た
な
技
術
を
開
発
し
な
が
ら
も
、
土

木
技
術
や
技
術
基
準
を
共
有
し
、
技
術
レ
ベ

ル
を
社
会
の
実
情
に
照
応
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ

は
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
情
報
共
有
、
設
計
基

準
の
標
準
化
、
お
よ
び
新
た
な
方
法
の
開
発

な
ど
、
技
術
委
員
会（
Ｔ
Ｃ
）
を
中
心
と
し
た

活
動
を
継
続
す
る
。

異
分
野
・
関
連
組
織
と
の
連
携

11
）国
際
機
関
と
の
連
携

　

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
は
、
土
木
工
学
全
体
を
視
野

に
入
れ
た
ア
ジ
ア
域
内
の
学
協
会
連
携
機
関

と
し
て
、
他
の
同
様
な
国
際
組
織
と
の
連
携

を
強
化
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ

は
、
国
際
組
織
が
主
催
す
る
主
要
な
会
議
に

参
画
す
る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
が
主
催

す
る
行
事
へ
の
国
際
組
織
の
参
加
を
促
す
。

12
）学
際
連
携
と
知
識
の
総
合
化

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
技
術
の
飛
躍
的
進
歩
が
建

設
分
野
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
土
木
工
学

が
関
わ
る
学
問
分
野
は
益
々
広
範
化
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
分
野
の
専
門
家
と
の
連
携
は

不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
土
木
技
術
者

は
自
ら
の
活
動
領
域
を
限
定
す
る
こ
と
な
く

広
く
学
び
、
異
分
野
の
専
門
家
と
の
連
携
を

進
め
、
新
た
な
技
術
を
総
合
し
、
人
々
の
生
活

の
質
を
向
上
さ
せ
る
。

土
木
工
学
の
役
割
と

貢
献
の
社
会
へ
の
発
信

13
）土
木
技
術
者
の
役
割
と
貢
献
を
社
会
に

発
信
す
る
た
め
の
活
動

　

土
木
工
学
お
よ
び
土
木
技
術
者
が
、
人
々

の
生
活
の
質
の
向
上
に
果
た
し
て
き
た
役
割

は
計
り
知
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
技
術
者
の
貢

献
が
社
会
で
常
に
認
識
さ
れ
て
い
る
と
は
言

え
な
い
。Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
は
、
土
木
技
術
者
だ
け

で
は
な
く
、
一
般
市
民
へ
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ

リ
テ
ィ
を
確
保
し
、
土
木
界
全
体
の
プ
レ
ゼ

ン
ス
を
高
め
る
た
め
に
、New

sletter

の
充

実
化
と
配
布
先
の
拡
大
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

他
の
手
法
の
活
用
を
通
し
て
、
土
木
技
術
者

の
認
知
度
を
高
め
る
。
ま
た
、
技
術
委
員
会

（
Ｔ
Ｃ
）
活
動
の
成
果
に
つ
い
て
も
、
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ｃ
Ｃ
加
盟
学
協
会
の
枠
を
超
え
て
広
く
世
界

に
発
信
す
る
。
そ
し
て
、
将
来
的
に
は
、
知
識

範
囲
を
広
げ
る
た
め
に
地
域
や
現
地
の
言
語

を
通
し
て
発
信
す
る
。

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
の
運
営

14
）
産
官
学
の
意
思
決
定
者
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ

活
動
へ
の
参
加

　

土
木
工
学
が
関
わ
る
問
題
は
、
大
学
等
の

学
界
だ
け
で
な
く
、
実
務
技
術
者
や
、
官
庁
な

ど
の
政
策
立
案
・
実
施
者
を
含
め
た
産
官
学

の
連
携
な
く
し
て
は
解
決
し
な
い
。
そ
の
た

め
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
の
活
動
や
方
針
決
定
に
は

産
官
学
の
技
術
者
が
偏
り
な
く
参
画
す
る
よ

う
配
慮
す
る
。
特
に
、
3
年
に
一
度
、
開
催
さ

れ
る
ア
ジ
ア
土
木
技
術
国
際
会
議（
Ｃ
Ｅ
Ｃ

Ａ
Ｒ
）
は
、
産
官
学
の
リ
ー
ダ
ー
が
一
同
に
会

し
、
相
互
に
議
論
を
進
め
、
土
木
工
学
の
発

展
、
人
々
の
生
活
の
質
の
向
上
に
貢
献
す
る

場
と
す
る
。

15
）Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
活
動
の
効
率
化

　

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
加
盟
学
協
会
が
増
加
す
る
中
、

活
動
の
計
画
か
ら
実
施
に
い
た
る
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
の
効
率
化
を
進
め
、
多
種
多
様
な
活

動
が
同
時
並
行
的
に
実
施
可
能
と
な
る
よ
う

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
組
織
お
よ
び
活
動
そ
の
も
の
の

効
率
化
に
取
り
組
む
。
さ
ら
に
は
、Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ

Ｃ
の
目
的
、
理
念
が
未
来
の
世
代
に
正
し
く

継
承
さ
れ
る
よ
う
、
世
代
交
代
を
認
識
し
な

が
ら
活
動
を
進
め
る
。

16
）Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
東
京
宣
言
2
0
1
9
の
履

行
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

　

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
各
加
盟
学
協
会
は
、
自
国
で

の
活
動
に
お
い
て
東
京
宣
言
に
掲
げ
た
各
項

目
を
推
進
す
る
べ
く
、
各
加
盟
学
協
会
会
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
精
力
的
に
取
り

組
む
。
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
各
メ
ン
バ
ー
学
協
会
は
、

合
意
の
も
と
、
定
期
的
に
そ
の
進
捗
を
報
告

す
る
。


